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はじめに

私たちは，地下に埋もれた過去の人々の生活の様子が分かるものを，埋蔵文

化財と呼ぴ，埋蔵文化財の発掘調査により当時の人々の暮らしが私たちの前に

姿を見せ，先人の苦労や工夫を身近に見ることができます。この埋蔵文化財を

損なうことなく保存・活用し，そのままの姿で後世に伝えていくことが，私た

ちに課せられた課題であります。

県教育委員会は，これまでも各種開発事業について，協議・調整を重ね文化

財保護に努めてまいりました。

西九州、|自動車道路建設事業につきましでも，道路建設計画当初から可能な限

り保存に努めていただくよう，県教育委員会は国土交通省および、関係機関と協

議を重ね，その結果 7箇所の遺跡につきましては，記録保存をすることになり

ました。

発掘調査は，長崎県教育委員会が国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事

務所の依頼を受け，平成13年度から平成19年度までの計画で実施しております。

この報告書は，通巻第 I分冊として佐世保市に所在する小野F遺跡を収録し

たものです。残りの 6遺跡につきましでも，年次計画に基づきまして逐次刊行

の予定であります。

本書を，文化財保護や地域の壁史を知る資料として活用いただければ幸いで

す。

平成17年 3月

長崎県教育委員会教育長

立石 暁



例 目

I 本書は，一般国道497号佐々佐世保道路(西九州自動車道)建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書の第 I分冊である。

調査は長崎県教育委員会が国土交通省九州地方整備局長崎河)[1国道事務所の依頼を受け，平成13

年度から平成19年度までの計画で実施している。

立 当該遺跡に係る遺跡は，小野F遺跡，門前遺跡，竹辺C遺跡，竹辺D遺跡，武辺城跡，九州文化

学圏構内遺跡，末永遺跡の 7箇所数え，発掘調査が終了した小野F遺跡について本書に収録するも

のである。

亜 今回報告する遺跡の内容は下記のとおりである。

1 小野F遺跡の範囲確認調査は，県教育庁学芸文化課が実施した。

本調査は，県教育庁佐世保教育事務所が担当し，発掘調査業務を(槻埋蔵文化財サポートシステ

ムに委託して実施した。

2 小野F遺跡 :長崎県佐世保市小野町に所在

範囲確認調査:平成13年11月20日~平成13年11月30日まで実施

謂査担当者:福田一志 県学芸文化課主任文化財保護主事(現原の辻遺跡調査事務所主任文

化財保護主事)

東 貴 之 県学芸文化課文化財調査員(現(槻埋蔵文化財サポートシステム)

本多和典 県学芸文化課文化財調査員(現深江町教育委員会)

本 調 査:平成15年 5 月 12 日 ~8 月 12 日まで実施

調査担当者:副島和明 県佐世保教育事務所専門幹(現県佐世保教育事務所文化財調査課長)

川畑敏則 県佐世保教育事務所文化財保護主事(現県佐世保教育事務所文化財

調査課文化財保護主事)

織田健吾 県佐世保教育事務所文化財調査員(現県佐世保教育事務所文化財調

査課文化財調査員)

3 発掘調査業務の中で，遺跡の空中写真撮影及び遺構の実測等で，松崎卓郎氏，渡遺康行氏， (槻

埋蔵文化財サポートシステムの協力や出土遺物についてのご教示を得た。

4 本書の執筆は，副島， )[ I畑，織田が分担して行い，執筆者は各項文末に記した。

5 1I-1一(1)は，下山正一氏(九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門助手)に玉稿をいた

だいた。

6 自然化学分析は， (槻古環境研究所に依頼した。

7 実測図の標記は以下のとおりである。

-陶磁器の中心線を一点鎖操で記したものは，回転を行い園上で復元を行った。実線で記した

ものは，回転をせずそのまま図化したものである。

・染付等文様については，最大残存部が正面になるように配置した。

8 本書の編集は，川畑が担当した。

9 本書関係の出土遺物と図面及び写真類は，現在，長崎県佐世保教育事務所に保管している。



I 発掘調査の端緒と経過….. 
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I 発掘調査の端緒と経過



I 発掘調査の端緒と経過

(1) 建設省は，昭和62年6月30日に道路審議会答申に基づき， 14，000kmの高規格幹線道路網計画を決

定した。西九州自動車道は，高規格幹線道路網の一環として計画された道路で，福岡市を起点とし

て，唐津市，伊万里市，佐世保市を経由して武雄市に至る延長約150km一般国道の自動車専用道路

であり，九州西北部の地域経済の活性化，高速定時性の確保に大きく寄与することで計画された。

(2) 長崎県では，高規格幹線道路をはじめとする幹線道路網の整備については，県民の暮らしの豊か

さを支える重要な課題として取り上げ 県内主要都市を 2時間程度で結ぶ道路ネットワーク構想、を

策定し，景観や自然環境との調和を図りながら整備を推進している。

西九州自動車道の長崎県内での計画路線は，下記のとおりである。

「佐世保道路J 佐世保みなと 1Cから佐世保市矢岳町間(区間距離約2.9km)

「佐々佐世保道路j 北松浦郡佐々町沖田免から佐世保市矢岳町間(区間距離約 9km) 

「伊万里松浦道路j 松浦市志佐町から今福町間(~佐賀県伊万里市までの間) (長崎県内

区間距離約 9km) 

(3) 長崎県教育委員会は，平成 9年に建設省九州地方整備局長崎工事事務所(現国土交通省九州地方

整備局長崎河川国道事務所)と「佐世保道路Jと「佐々佐世保道路jに関する埋蔵文化財の取扱い

についての協議を行った。その後，現地踏査の依頼を受け，平成 9年11月に分布調査及び平成12年

12月に分布調査の補足調査を実施した結果，発掘調査が必要な面積は92，100m
2となった。

(4) 長崎県教育委員会は，平成13年度から当該路線内の埋蔵文化財に関する範囲確認調査及び発掘調

査を実施することになった。調査遺跡は下記のとおりである。

平成13年度 範囲確認調査遺跡:門前遺跡，小野F遺跡，川久保遺跡

緊急発掘調査遺跡:門前遺跡

平成14年度 範囲確認調査遺跡:門前遺跡

緊急発掘調査遺跡:門前遺跡

平成15年度 範囲確認調査遺跡:門前遺跡，竹辺C遺跡，竹辺D遺跡，九州、|文化学園構内遺跡

緊急発掘調査遺跡:門前遺跡，小野F遺跡

平成16年度 範囲確認調査遺跡:武辺城跡

緊急発掘調査遺跡:門前遺跡，竹辺C遺跡、，竹辺D遺跡

-3 -
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(5) この聞に，範囲確認調査及び現地踏査を実施し，遺跡の範屈が縮小した遺跡(川久保遺跡，小野

F遺跡，九州文化学圏構内遺跡)と拡大した遺跡(門前遺跡，武辺城跡)が確認された。

調査の結果，当該事業の「佐世保道路j と「佐々佐世保道路jで発掘調査が必要な遺跡・面積は

下記の通りである。

遺跡数:7笹所

要調査面積:約89，116ぱ

調査済面積:約29，120m2

今後発掘調査が必要な面積:約49，996m2

凡 例 長崎県内 :約59.5km
圃E---

圃-園-
口口口 酋九州自動車道鐸早 ・伊万里松浦道路 :約 8.0km事業中(環境影響評価手続き中)

000 萌九州自動車道基本計画区間 -松浦市~佐々町間 約17.0km調査中(路線計画、環境基礎誤査など)

o D 7)"友ぴハ 7インゴロ
(朱供用のI.C名称は恒称)

・佐々佐世保道路 ・ 9.0km事業中(用地買収中、埋蔵文化財発掘調査中)

品速道路
・佐世保道路4工区 2.9km事業中(用地買収中、H14年度工事着手)

............ 一般密造量EE
一般有料

.佐世保みなとIC

~佐賀県境問: 22.6km供用中

第2図 長崎県内西九州自動車道の計画状況
(罰土交通省九州地方整備局長崎河川i国道事務所発行のパンフレッ卜より)

5 



(6) 平成17年度以降については，範屈確認調査遺跡が末永遺跡と緊急発掘調査遺跡が門前遺跡，竹辺

C遺跡，竹辺D遺跡，武辺城跡、，九州文化学圏構内遺跡，末永遺跡の発掘調査を計画している。

(7) 発掘調査の調査体制について

西九州自動車道関係の埋蔵文化財発掘調査は，平成13年度は県教育庁学芸文化課で実施した。

平成14年度以降について，県教育委員会は国土交通省と協議を行い，供用開始時期及び工事工程，

路線内の土地取得の進展に伴い，短期間に大規模な発掘調査を実施することになった。

年次的には，平成14年度から平成18年度まで発掘謂査を行い，平成19年度に最終的に報告書の刊

行を行うことになった。

平成14年度から新たに長崎県佐世保教育事務所で発掘調査を担当することになり，総務課に発掘

調査担当者を配置し，平成16年度は文化財調査課を新設して調査体制の整備を図り本格的に発掘調

査を実施している。

(8) 発掘調査の調査形態について

県教育委員会は，平成14年度から大規模な発掘調査を実施するに当り，民間発掘調査機関に発掘

調査を委託することになった。

当初 要発掘調 範囲確認
番 分布面積

?ロ王
遺跡名称 所在地

(m2) 

査予定麗 調査面積 持寺 代 概 要
変更後 積 (m2

) (m2
) 

1 川久保遺跡 佐々町川久保 当初 8，800 中世 中世の遺物散布地

変更後 48 。 48 

2 小野F遺跡 佐世保市小野町 当初 4，000 縄文時代 縄文時代早期~前期の包

変更後 768 700 68 
蔵地

3 門前遺跡 佐世保市愛宕町 当初 39，700 縄文時代 縄文時代~古代，中世に

-中里町
48，900 48，900 (204) 

弥生時代 至る複合遺跡

古墳時代 特に縄文早期~前期及び

古代~中世 弥生時代後期の集落跡

古代~中陛の遺構等検出

4 九州文化学圏構内遺跡 佐世 当初 11，500 縄文時代 縄文時代後期~晩期の包

変更後 6，000 6，000 (266) 
蔵地

5 竹辺C遺跡 佐世保市竹辺町 当初 5，250 5，250 (12) 弥生時代 弥生時代，古代~中世の

古代~中世 包蔵地

6 竹辺D遺跡、 佐世保市竹辺町 当初 4，250 4，250 (73) 弥生時代 IB石器時代，弥生時代，

古代~中世 古代~中世の包蔵地

7 武辺城跡 佐世保市竹辺町 当初 6，500 実施中 中世~ 中世 (15世紀後半頃)の

変更後 21，000 21，000 
山城跡

松浦氏の居城

8 末永遺跡 佐々町末永 当初 2，900 2，900 実施予定 |白石器時代 旧石器時代~縄文時代の

縄文時代 包蔵地

当初 82，900 89，000 116 

i口三、 (671) 

変更後 89，116 89，116 

表 1 西九州自動車道埋蔵文化財発掘調査遺跡一覧表
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調査年度 調査形態 遺跡名 調査面積(m'う 調査期間 調査担当 調査員(民間)

平成9年度 現地踏査 西九州、|自動車 H 9 . 11. 20~21 藤田・東

計画路線内

平成12年度 現地踏査 追加踏査 Hl2.11. 7 副島・竹中

平成13年度 範囲確認調査 川久保遺跡 48 H13.12. 1O~ 12.19 本田・東・本多

小野F遺跡 68 H 13.11. 20~ 11. 30 福田・東・本多

門前遺跡 108 H14.1.24~2.15 村JII.内藤・上原・本多

緊急発掘調査 門前遺跡 600 H14. 2.12~3.00 村川1.井立・上原・本多

平成14年度 範囲確認識査 門前遺跡 96 H15. 3 .1O~ 3 .26 副島・寺田・石橋・栗山・平岡・北原

緊急発掘調査 門前遺跡 6，200 H14. 7. 1 -H15目 3.31 副島・寺田・石橋・栗山・平岡・北原 (小石)

平成15年度 範囲確認調査 九州文化学濁 266 H15. 9.29~10.29 副島・川畑・織田

構内遺跡

竹辺C遺跡 12 H16. 1 .13~ 2 .16 副島・JII畑・織田

竹辺D遺跡 73 H16. 1.13~ 2 .16 副島・川畑・織田

緊急発掘調変 門前遺跡 11，300 H15. 5.12-H16. 3 .31 副島・寺田・石橋・栗山・平岡・北原 小石・東・大坪

小野F遺跡 700 H15. 5 .12~ 8 .12 副島・)11畑・織田 松崎

平成16年度 範囲確認調査 武辺城跡 100 H 17. 1 . 11 ~ 2 . 15 寺田・)11熔・栗山・織田

竹辺C遺跡

緊急発掘調査 門前遺跡 15，750 H16. 6.1 ~H17. 3.31 高日島・町田・川熔・杉原・川i口・寺田 (星野・飯田)・

栗山・織田・石橋・松尾・深i峯・松原 安村・石松・

f工ーと 江藤・西田・

関根・首藤

竹辺C遺跡、 1， 030 H16目 11.15-H17. 3.31 町自・木村・大山・冨永 (初日)・池内・

竹辺D遺跡 3，220 H16. 6. 7 ~1 1. 15 
)11鍋

報告書作成 小野F遺跡 H16.4.1~ 廷 17. 3.31 副島.)11畑・織田.i架i宰

整理作業 門前遺跡 H16. 4.1 ~H17. 3.31 寺田・深i翠・栗山・石橋・松尾

※調査員(民間)の( )は，監理技師

調査形態 商 手責 {荷 考

分布面積 89，116m' 西九州自動車道計画路線内8遺跡の分布面積

発掘調査済面積 19，120m2 
平成13年度~平成15年度の発掘調査面積

20，000m' 平成16年度の発掘調査鴎(平成16年6月~平成17fF3月31日まで発掘調資実施中

発掘調査予定面積 49，996m2 平成17年度以降の発掘誠査予定面積

表 2 西九州自動車道埋蔵文化財発掘調査一覧表

委託業務内容

発掘調査業務，遺構実測業務，空中写真撮影業務，掘削および排土運搬業務，ベルトコン ベ

アー・水中ポンプ・ローリングタワー等配置業務を委託した。

受託調査員については，平成15年度から受託調査員の配置も併せて委託している。

①平成14年度

-業務名称:一般国道497号佐々佐世保道路埋蔵文化財発掘調査委託業務

.調 査遺跡:門前遺跡

.調査面積:6，200m2 

-計画変更 :6，700m2 
.調査面積の変更

・委 託業者:株式会社 埋蔵文化財サポートシステム
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調査年度 調査形態 遺跡名
発掘調査予

調査期間
定面積(ぱ)

平成17年度 範囲確認調査 末永遺跡 (48) 年度内調査予定

緊急発掘調査 門前遺跡 30，000 H17. 4. 1 ~ H18. 3.31 

竹辺C遺跡

竹辺D遺跡

武辺城跡

九州文化学園

構内遺跡

報告書作成 門前遺跡 H17. 4. 1 ~H18. 3.31 

平成18年度 緊急発掘調査 門前遺跡 19，996 H18. 4. 1~H19. 3.31 

竹辺C遺跡

竹辺D遺跡

武辺城跡

九州文化学園

構内遺跡

末永遺跡

平成19年度 報告書作成 門前遺跡 01 H19.4.1~H20.3.31 

竹辺C遺跡

竹辺D遺跡

武辺城跡

九州文化学園

構内遺跡

末永遠跡

正仁〉3、 49，996 

表3 西九州自動車道埋蔵文化財発掘調査計画一覧表

②平成15年度

・業務名称:一般国道497号佐々佐世保道路埋蔵文化財発掘調査委託業務

.調査遺跡:門前遺跡・小野F遺跡

・調査面積:12，000m2 

・計画変更 :3，700m2 
.掘削，排土処理等の変更

・受託調査員:4名を含む

-委託業者:株式会社埋蔵文化財サポートシステム

③平成16年度

-業務名称:一般国道497号佐々佐世保道路埋蔵文化財発掘調査委託業務

.調査遺跡:門前遺跡・竹辺C遺跡・竹辺D遺跡、

・調査面積:20，000m2 

-受託調査員 :6名を含む

-委託業者:国際航業株式会社
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(8) 発掘調査関係者

平成13年度長崎県教育庁学芸文化課長 小柄間徳

文化財調査監 田JII 肇

総括課長補佐 川久保芳洋

埋蔵文化財班係長(副参事)副島和明

宮崎貴夫

主任文化財保護主事 村川逸朗

福田一志

文化財保護主事 本田秀樹

平成14年度県教育庁佐世保教育事務所長荒木輝彦

総務 課長本村保彦

係長宮本 f専

専門幹副島和明

文化財保護主事寺田正剛

文化財調査員栗山安彦・織田健吾・平間 恵・北原理英子

平成15年度県教育庁佐世保教育事務所長荒木輝彦

総務課長本村保彦

係長宮本 博

専門幹副島和明

文化財保護主事川畑敏則・寺田正剛

文化財調査員石橋忠治・栗山安彦・織田健吾・平岡 恵

北原理英子・北川 亜紀・石井鈴香(学芸文化課)

平成16年度県教育庁佐世保教育事務所長荒木輝彦

総務課長本村保彦

係長藤本賢二

文化財調査課長副島和明

係長町田利幸

文化財保護主事川畑敏則・杉原敦史・ J11口勝久

寺田正問。-木村美貴子

文化財調査員石橋忠治・栗山安彦・織田健吾・冨永百合子

松尾秀昭・深津幸江・松原智子・江上正高

大山祐喜・北J11 亜紀・富永優美・石井鈴香

(学芸文化課)
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(9) 調査協力者

西谷 正九州大学大学院名誉教授

辻誠一郎 国立壁史民俗博物館教授(現東京大学教授)

春成秀爾国立歴史民俗博物館教授

熊本大学文学部教授

国際大学教授

別府大学教授(現国立九州博物館)

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ一保存修復科学研究室長

大阪大学大学院文学研究科助教授

放送大学助教授

国立歴史民俗博物館助教授

東京都立大学人文学部助教授

大阪府立狭山池博物館長

九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門助手

甲元員之

立平 進

本田光子

肥塚 隆 保

福永 伸 哉

笠原 i繋

長嶋正春

山田昌久

工楽善通

下山正一

同整理協力者

石橋民江・尾崎 愛・松村理恵子・正木真祐美・辻 さゆり・中里由佳絵・山川さおり

辻奈緒美・秋月 陽子・宇都宮静子・郡 由美子・高山奈保美・吉野貴子・畑原佐智子

(副島和明)

ハU1
i
 



H 小野F遺跡



遺跡遠景(東から)。遠くに平戸島が見える



遺跡遠景(西から)。奥は始まったトンネル工事



l 遺跡、の立地と環境

( 1 ) 地理的環境

小野F遺跡周辺の地形(第3圏.写真 1) 

小野F遺跡は其の原川左岸の低位段丘上に立地している。地形の特徴として，北及び東を古第三系

佐世保層群の堆積岩類がつくる丘陵性の山地と，南側を中位段丘に周囲を固まれた谷底平野である(第

3 図)。低位段丘は現在の其の原川の氾濫原である沖積低地からの比高が3~5mで、ある。中位段丘

は沖積低地からの比高が1O~15mの平坦面(段丘面)で 低い南側の尾根(分水界)を形成している。

小野F遺跡の地質は，下位から，褐色巨蝶湿土層 (D層:厚さ不明)， 1Ø~掲色操混じり砂質土層 (C

層:厚さ60cm)，淡黄色喋混じり砂質土層 (B層:厚さ50cm)，黄褐色細粒土層 (A層:)享さ40cm)の

順に重なっている(写真 1)。最下部の褐色巨擦質土層は山地の出口に発達する扇状地を構成するも

ので，土石流堆積物である。淡掲色牒混じり砂質土層と淡黄色蝶混じり砂質土層は洪水時の氾濫堆積

物で， 1日其の原)11が形成した堆積物である。これらの堆積物は上位に向かつて細粒になっているので，

約9万年前から 2万年前の海面低下期に 当時の河川が谷を埋積してできた平坦面ェ低位段丘の構成

層である。最上部の黄褐色縮粒土層は水田床土の直下にあり，縄文時代以降の遺物包含層である。こ

の層には風によって運ばれて堆積した，黄砂(レス)堆積物や少量の火山灰が混じっているので，そ

の当時，この場所が川の氾濫がほとんど届かないほど離水・台地化し，風積物を安定保存できる状況

にあったことを物語っている。

遺跡立地条件としてまとめると 小野F遺跡は 緩やかな山地に固まれて相浦川本流筋から孤立し

口沖積低地構成層

凡図低位段丘構成層

例国中位段丘構成層

回基盤岩

第3函 小野F遺跡周辺の地形及び地質の分布

円

i
可

i



た小規模な谷底平野奥部にある。立地場所は山地の複数谷口の分岐点付近にあり，洪水から免れやす

い微高地で，河谷低地を西に望む視界の開けた土地なので，狩猟や防御など生活拠点としての条件を

正一)下山(九州大学
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よく備えている。

小野F遺跡の地質

。。
可

a
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写真 1



(2) 歴史的環境

相浦川流域の遺跡(第4図.写真 2~12) 

流路延長20.04kmで，県内第3位の長流である相浦川流域には，旧石器時代から近代に至る遺跡が

数多く集中しており，これまでに発掘調査が行われた遺跡や，現在行われている遺跡だけを見ても 14

遺跡にのぼる。JlI上から}iI貢に見ていくと，柏木元町の標高230mの地点に所在する縄文早期の遺跡で

ある杉の尾洞穴遺跡(①)。同じく柚木元町の標高230mの地点に所在する縄文前期~晩期の遺跡で、あ

る上炭床岩陰遺跡(②)。縄文時代早期の豊富な資料を提供し，その後の市内における洞穴遺跡調査

の端緒となった松瀬町の標高200メートルの地点に所在する岩下洞穴(③.写真2)。瀬戸越町の標高

89mの丘陵先端に位置し，縄文時代草創期の解明に大きく寄与した泉福寺洞窟(④.写真 3)。その

すぐそばの標高105mの丘陵上に位置する， 15世紀末落城したと伝えられる大智庵城跡(⑤.写真4)。

同じ瀬戸越町の標高70mに位置する縄文時代前期~晩期の遺物が出土した大門洞穴遺跡(⑥.写真 5)。

菰田町の標高180mに位置する菰田洞穴(⑦.写真 6)。菰田洞穴では!日石器時代の包含層が確認され

た。標高16mの丘陵先端部に位置し，鰻前に沖積地が広がる下本山岩陰遺跡(⑧.写真 7)からは，

縄文時代前期~晩期の包含層と弥生時代後期の石棺墓が検出された。下本山岩陰遺跡から東へ200m

の標高15mの河岸段丘上には，四反田遺跡(⑨.写真 8)がある。四反田遺跡からは縄文時代晩期~

弥生時代中期にかけての住居跡群.墓地.屋外炉等が検出されている。相浦)11をさらに南へ800mほ

ど下った標高 8mの相浦JII左岸の段丘上に現在調査中の門前遺跡(⑮.写真 9)がある。門前遺跡は，

これまでに弥生時代の墓域(石棺墓群や木棺墓群)が検出されている縄文時代~中世までの複合遺跡

である。門前遺跡に隣接する竹辺C遺跡(⑪.写真10)や，門前遺跡から南東に500mの標高16mに

位置する竹辺D遺跡(⑫.写真11) も現在調査中で，中世の包含層を確認している。その東にある丘

陵上標高77mに位置する武辺城跡(⑬.写真12)の調査では， 14世紀~15世紀にかけての遺物が出土

し， 7 棟分の建物があったと考えられる本丸を中心に，東西双方に派生する標高50~60mの尾根上に，

4箇所の出曲輪を配置した中世末の山城の全体像が明らかになった。相浦)11をさらに下ると江戸時代

の新田開発によって作られた広々とした平野に至る。河口も間近である。その河口に延びた丘陵先端

部標高 3mに平安~鎌倉時代の綿穴遺跡である牽牛崎洞穴(⑭)が存在する。

以上椙浦JII流域の遺跡を上流から}II震に追ってきたが， 14遺跡中綿穴遺跡が8と三分の二を越えてい

る。その理由として，これまで多くの方が述べているように①佐世保市が位量する県北部は，古第三

期層の砂岩から成っており，そのために，河川.風.波等による浸食作用を受け洞穴を形成しやすかっ

たこと。②福井洞穴の発掘調査を契機に，長崎県北部の洞穴遺跡が注目され，泉福寺洞窟の調査に代

表されるように，佐世保の洞穴遺跡が意識的にかっ継続的に調査されたこと。③大規模な開発が少な

く，開地遺跡の調査が少なかったことなどが挙げられよう。

小野 F 遺跡周辺の遺跡(第 5 図.写真13~20)

次に，小野F遺跡周辺で確認されている遺跡について日を向けてみよう。小野F遺跡の周囲500m

以内には，小野E遺跡 (2.写真13).殿原遺跡 (3. 写真14).小野D遺跡 (4.写真15).小野C

遺跡(5 .写真16).小野A遺跡 (6.写真17)の合計5箇所の遺跡が確認されている。いずれも，

相浦川に流れ込む小河川によって形成された谷奥の丘陵または台地上に位置し註①，縄文時代の遺物
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写真 2 岩下洞穴
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写真4 大智庵城跡

写真5 大門洞穴遺跡
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写真6 菰田洞穴

写真 7 下本山岩陰遺跡
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が採集されている鵠。これらの遺跡は，遺跡、を乗せている平坦面の規模も決して大きいとはいえず，

恒常的な生活の場としてではなく，狩猟や採集活動をするための移動に伴う生活の場としての利用が

考えられる。小野F遺跡から直線で1.5km西へ向かうと，相浦川によって形成された沖積平野に出る。

この地域には，前述した門前遺跡(7 .写真 9).四反田遺跡 (8.写真 8).下本山岩陰遺跡 (9.

写真 7)等，弥生時代の遺跡をはじめ，門前遺跡(7 .写真 9).竹辺D遺跡(10. 写真11).竹辺C

遺跡 (11. 写真10).新田遺跡(12. 写真18).新田中世墓祉群 (13.写真19).武辺城跡 (14. 写真

12) .阿弥陀堂の石塔群 (15.写真20)等，中世の遺跡が集中する。相浦川左岸の現在総合グランド

一帯に広がる平地は， 1660 (明暦 6)年に完工した川下新田で，右岸の現在陸上自衛隊相浦駐屯地一

帯に広がる平地は， 1865 (慶応元)年に完工した大潟新田である。(川畑 敏則)

註 I…No2小野E遺跡の立地について，遺跡地図では沖積地と記しであるが，現地の状況を観察した結果，現地形

は平坦面を形成しているが，これは水田を作り出すための後世の自Ij平によるもので，旧地形は丘陵先端部であると

考えられる。

註 2…No3殿原遺跡は遺跡地図で，縄文時代と中世の複合遺跡と記しであり，遺跡カードにも採集した遺物として

白磁が挙げられているが，現地を踏査した結果，陶磁器の散布は見られるものの，いずれも時期は近世のものであ

り，中世の遺物は誤認の可能性が高い。

[引用・参考文献]

-久村貞男編 1981 r中世山城分布調査報告書j 佐世保市教育委員会

・久村貞男 1997 r原始・古代の長崎県j資料編E 長崎県教育委員会

・久村貞男 2002 i洞穴と人Jr佐世保市史Jii!i史編上巻 佐世保市

-長崎県教育委員会編 1995 r長崎県遺跡地図一佐世保市・平戸市・松浦市・北松浦郡・東彼杵郡地区j長崎県文

化財調査報告書119集 長崎県教育委員会

写真8 四反田遺跡

F
h
u
 

つ中



写真 9 門前遺跡

写真10 竹辺C遺跡
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写真11 竹辺D遺跡

写真12 武辺城跡
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写真13 小野E遺跡

写真14 殿原遺跡
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写真15 小野D遺跡

写真16 小野C遺跡
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写真17 小野A遺跡

写真18 新田遺跡
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写真19 新田中世墓祉群

写真20 阿弥陀堂の石塔群
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2 調査の概要

( 1 ) 範圏確認調査

経過(第6圏)

国土交通省長崎工事事務所は，一般国道497号佐々佐世保道路建設に伴って，県学芸文化課に予定

路線上にある遺跡の照会と協議を依頼した。 路線が通る予定の佐世保市小野地区は，小丘陵上に縄文

。
100n、

第 6図試掘坑配置図

-32 



時代の遺跡が点在しており，路線予定地内にも縄文時代の遺物散布地があることが確認されたため，

県学芸文化課では，遺跡の範囲を早急に特定する必要があると判断し，範囲確認調査を実施すること

とした。そこで，国土交通省長崎工事事務所と協議を行い，範囲確認調査を実施することとその結果

によって再度協議を行う旨の確認を行った。調査は，買収済みの用地について 2mX2mの試掘坑を

17ヶ所設定して行ったが，全体的に後世の水田開墾に伴うと考えられる撹乱が激しく，縄文時代の明

確な遺構を確認するには至らなかった。しかしながら， T.P.12においては，埋め土の下の層である

暗茶褐色粘質土層中より，集中して石器が出土することを確認した。このことから， T.P.12で検出

した暗茶褐色粘質土層は縄文時代の遺物包含層である可能性が高く，この場所は石器製作に伴う遺物

散布範囲の一部である可能性も考えられた。そこで， T.P.12の耕作面及び未買収のため確認できな

かった一段上の耕作面をさらに詳細に調査する必要があると判断し，国土交通省長崎工事事務所と再

度の協議を行い，本調査の必要があること。その面積は， 700m2で、あることを確認した。

層位(第7圏.第8図)

縄文時代の遺物包含層と判断した T.P.12に見られる茶褐色土層は，同じ耕作面である T.P.17やT.

P.16でも確認をすることができたが，それ以外の試掘坑においては，土器や石器の出土は見るもの

の確認をすることができなかった。

43.000m 43.000m 

l' 
埋め土

T.P.1北壁 T.P.3北壁

43.000m 42.000m τ三三士三寺-1
I 3 I 一一一-

I 6 I 

T.P.7北壁

T.P.5北壁

第7図土層柱状図(1 /30) 
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T.P.4北壁

1 祭灰色土(表土)
l'赤黄褐色土(床土)
2 黒灰色粘質土
3 黄褐色粘質土
4 黄褐色粘賓土
5 黄褐色粘質土
6 明黄褐色粕質土
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(2) 本調査

概要(第9函.第10図)

範囲確認調査で縄文時代の遺物包含層と思われる土層を検出した T.P.12がある耕作面を中心に，

重機で表土を掘削した後，座標系に合わせて南北を主軸とする 8m[J!J方のグリッドを設定し，北から

南へA. B. C. D，西から東へ 1. 2. 3. 4…と番号を付して，平成15年5月12日から 3ヶ月間

の日程で、対象区700ぱの調査を行った。縄文時代の包含層は，範囲確認調査で確認していたように，

後世の開発に伴う撹乱のために調査区北側で薄く T.P.12を設定した耕作面に良好な状態で残って

いた。遺跡の層序については以下の通りである(第10図)。

I層は表土で耕作土である。黒曜石片や近世鞠磁器片が含まれる。

E層は黄褐色土層である。しまり大.粘性大で炭化物.焼土粒をまばらに含む近世の遺物包含層で，

場所により赤褐色を呈する。

E層は黒褐色土層である。しまり大.粘性弱で炭化物.焼土粒を全体に含む近世の遺物包含層であ

る。陶磁器片が多く出土した。

町 a層は赤褐色土層である。しまり大.粘性大で炭化物.焼土粒・焼石粒をまばらに含む縄文時代

の遺物包含層である。色調は異なるが，範囲確認調査の際に T.P.12で検出した遺物包含層と考えら

れた暗茶褐色粘質土層と同ーの土層である。

Nb層は黄褐色土層である。しまり大.粘性弱で炭化物をわずかに含む。角の取れた 2~ 5cm大の

風化玄武岩礁をまばらに含む。縄文時代の遺物包含層。

町 c層は黄褐色土層である。しまり大.粘性大で黒いしみが全体に入る。縄文時代の遺物包含層。

V層は黄褐色砂質土層である。粘性がほとんど無い砂質土で，部分的に黒いしみが入る。

VIa層は黄掲色粘質土層である。粘性はあるが ブロック状の砂を全体に含む。黒いしみが全体に

入る。

VIb層は黄褐色粘質土層である。粘性あり。砂よりも粘土の割合が多い。黒いしみは入らない。

VI b I層は黄褐色喋層である。 5Cll1大までの角が取れた J砂岩片.風化玄武岩礁がび、っしりとつまる。

VIc層は黄褐色土層である。粘性のある土と砂がほぼ均一に混ざっている。

VId層は黄褐色砂質土層である。砂質で風化牒を含まない層。調査区東側に部分的に見られた。

VIe層は黄褐色粘質土層である。砂粒を含むが粘性が強い土である。 VId層と同じく調査底東側に

部分的に見られた。

VII層および斜線は地山である。 60cm大まで、の風化玄武岩がびっしりと詰まった層で，土石流による

扇状地堆積物である。

(川畑敏則)
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第 9図 小野F遺跡周辺地形図および調査区
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3 遺 構(第11図)

縄文時代の炉跡 l基と土坑 l基.近世の土坑2基.ピット45基.陶磁器i留め 1箇所.石溜め 3箇所

を検出した。
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C-3区 lVa層中検出炉跡(第13圏，図版10)

C-3区でNa層を掘削中に焼土の広がりを確認した

ことにより，検出することができた。東西に長軸を持つ

楕円形の掘り込みを持ち，長軸100cm.短軸50cm.深さ

20cmを測る。底は，若干のくぼみが生じている。遺構の

全体を拳大の礁が覆い，その多くは熱を受け表面が赤化

している。その様の聞に，炭化物を全体に含んだ焼土が

混入している。遺構からは 遺物は出土しなかった。

( 1 )縄文時代

c-5. 6区ベルト内土坑(第12図，図版9) 

~下ト

o 1m 

第12図 C-5・6区ベルト内土坑

(2) 近世

土層観察用の壁に落ち込みがあるのを見つけ確認をし

た。平面では， Nb層でプランを確認することができた。

土層観察のためのトレンチによって西端を切ってしまっ

たが，東西に長軸を持つ楕円形の土坑で、ある。残存長は

長軸120cm.短軸80cm.深さ35cmを測る。覆土は，しま

りと粘性のある赤褐色土で，炭化物.焼土粒.焼石粒を

まばらに含み， Rfa層と変化はなかった。底近くに拳大

の牒がまばらに入るが，遺物の出土も無く遺構の性格に

ついては不明である。

C-2区検出遺構(第14図，図版10)

町 a層上面の精査後， 4基のピットを検出した。覆土は，いずれも弱粘性の黒褐色土で，微細な炭

化物や焼土粒を全体に含み，基本土層の盟層と同じ土である。ビット 1は，径120cm.深さ40cmで，

覆土から見込蛇ノ白紬剥ぎの染付皿底部(第29図1)が出土した。ピット 2は，径80cm.深さ40cmで，

覆土から陶器鉢口縁部片(第29図2)と染付碗口縁部片(第29図3)が出土した。ピット 4は，他の

ピットよりも小規模で、径30cm.深さ35cmを測り，覆土より陶胎染付碗(第29図4)が出土した。

C-3区検出遺構(第16図，図版11)

町 a層上面の精査後， 9基のピットと 2笛所の石i留めを検出した。ビット 2は，長径120cm.短径

80cm.深さ80cmを測る。覆土から揺鉢口縁部片(第29図5)が出土した。ピット 3は，長径80cm.短

径60cm.深さ60cmを測り，覆土から染付碗口縁部片(第29函6)と染付碗(第29図7)が出土した。

ピット 7は，長径100cm.短径80cm.深さ45cmを測る。覆土から見込蛇ノ目紬剥ぎの染付皿底部(第

29函 8)が出土した。石溜めは，グリッドの北東隅と南西隅で検出した。北西隅の石溜めは径150cm

を測り，南西隅の石溜めは径240cmを測る。いずれも，人頭大から一抱えある角の取れた玄武岩が，

無造作に投げ入れられた状態であった。
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第13図 C-3区lVa層中検出炉跡
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C-4区検出潰構(第16図. 17国，図版13)

近世の包含層である E層下のV層上面を精査中に， 1基の土坑と 6基のピットを検出した。土坑 1

は，長径120cm.短径110cm.深さ50cmを測り，平面形は円形を呈する。拳大の石が底に張り付いた状

態で検出され，その開に陶磁器片が混入していた。陶磁器は， 10点取り上げたが，小片が多く，掬器

鉢底部(第29国9)と二重網目染付碗口縁部片(第29図10)の2点を図示した。 18世紀前半の年代が

あてられるが，性格は不明である。

C-5区検出遺構(第15図)

近世の包含層である困層下のNa層上面を精査中に， 1基の土坑と 6基のピットを検出した。土坑

1は，グリッドの北西コーナーで検出したが，電柱の支えが傍にあったため，全体のプランを出すこ

とが出来なかった。確認長径120cm.確認短径80cm.深さ40cmを測り，平面形は隅丸長方形を呈する

と考えられる。覆土は，弱粘性の黒褐色土で、微細な炭化物や焼土粒を全体に含み，基本土層の困層と

同じ土である。覆土より，染付碗口縁部片(第29図11)が出土した。
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C-6区検出遺構(第18図)

表土下のNa層上面から11基のピットを検出した。ピット 7は，径100cmの円形で深さ20cmを測る。

覆土から染付皿(第29図12)と見込蛇ノ白粕剥ぎの陶器皿底部(第30図13)が出土した。ピット 8は，

径120cmの円形で深さ20cmを測る。覆土から，磁器小杯(第30図14).陶胎染付火入底部片(第30図15).

刷毛目碗底部片(第30図16)が出土した。この地区は，調査区の中でも一番高い位置にあり，その分

過去の造成の際には，削平の度合いも大きかったものと思われる。他グリッドのピットと比べ，この

ことが伺える。

D-5区検出遺構(第19図，図版12)

表土下のNa層上面から 8基のピットを検出した。 l箇所の石溜め. 1箇所の陶磁器溜めを検出し

た。石溜めは，調査区南側に広がり，確認できただ、けで径200cmを測る。中は，人頭大から一抱えあ

る角の取れた玄武岩が，無造作に投げ入れられた状態、であった。そのすぐ北からは，陶磁器溜りを検

出した。陶磁器溜りは，長径80cm.短径60cm，窪みはほとんど確認できない範囲の中に20点の陶磁器

片が集中していたが，遺物はいずれも小片で接合できるものも少なく，陶器製蓋(第30国17) と染付

碗(第30図18)の2点を図示した。

(JII畑敏則)
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4 出土遺物

( 1 )縄文時代

①遺物の遺存状況(第20図~第23図)

調査では出土した土器や石器の形式から縄文時代早期の包含層と思われる Na 層~Nc 層(年代測

定でも9000年前という結果がでた)で出土した遺物(土器十石器)を原位置で記録した上で採取した。

第20図~第23閣は Na 層~Nc 層における遺物(土器+石器)の平面分布と垂宣分布を示したものである。

以下，層位別の概要を記す。

町c層は弱粘性の土で全体に黒いシミがはいる。遺物は検出されたが，量的には少ない。石器は少

量，土器は一点である。

Nb層は調査区西側で部分的に見られる。土質はNc層と同じである。遺物は石器が少量検出され

たが，土器はこの層からは検出されていない。

Na層は縄文時代早期の遺物包含層。後世の龍平により，調査区東側で、はわずかに残っている部分

もあるがほとんどなくなっている。図で表されている遺物の大部分はこのNa層からの出土である。

土器は出土数も少なく状態も非常に悪い。かろうじて条痕文とわかるものが数点ある。石器も製品は

少なくほとんどが剥片，砕片である。

平面分布を見ると石器はA-4，B-3区に特に集中が見られる。次いでB-4，B-2， D-5 

区も比較的出土数が多い。土器はD-5区からの出土がほとんどで他にB-3，C 3， C-5区に

1~3 点の出土が見られる。

石器が出土していない区からは土器は出土しておらず，石器が出土しているレベルと土器が出土し

ているレベルはほぼ同じレベルであり，石器と土器の時期は同じと考えてよいと思われる。

石器の総数は643点で土器の総数は20点である。石器643点のうち製品，未製品，使用痕剥片をあわ

せた点数はわずか29点である。製品はA-4区に 3点， B-3区に 4点， B-4区に 3点， C-5区

に1点， D 5区に 2点出土している。製品として出土しているものは打製石族5点，局部磨製石族

4点， ドリル l点，スクレイパー 2点，磨石 1点である。石核はB-3区から l点出土していて剥片

や砕片も B-3区は149点と多く出土している。

石材で見ると安山岩が107点，暗灰色黒曜石が294点，漆黒黒曜石が239点，玄武岩 1点，砂岩 1点，

チャート 1点で暗灰色黒曜石の割合がもっとも多い。

後世の削平によって包含層があまりのこっていなかったこともあるが，遺物(土器+石器)の出土

数は少なく遺構も C-4区の炉跡と C 5区の土壌しかでておらず，今回の調査の結果から考えると，

この場所に長い間とどまったとは考えにくく，縄文人たちによって営まれた一時的(キャンプサイト

的)な遺跡と想定される。

[引用・参考文献}

-古門雅高編 1996 r頭ヶ島白浜遺跡j有川町文化財調査報告書第 1集 有川町教育委員会

-辻田直人・竹中哲朗編 2003r石原遺跡・矢房遺跡』国見町文化財調査報告書(概報)第3集 国見町教育委員会

・諌見富士郎編 2001 r大野原遺跡』有明町文化財調査報告書第12集 有明町教育委員会
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②土 器(第24囲，図版18~19) 

{範囲確認調査での出土遺物}

1~4 いずれも曽畑式土器である。l. 3. 4が口縁部片 2が胴部片で胎土中に滑石の破片や粉

末を多く含む。いずれも磨耗がひどく 4は腕部片の可能性もある。

1には横位の沈線文， 2 ~ 4には横位と，斜位の沈線文が描かれている。

[本調査での出土遺物}

5は内面，外面に貝殻条痕が施された口縁部片で，胎土中には石英.長石.カクセン石を含む。 6

は外面に凹嫌が施された胴部片。胎土中には黒雲母.長石.石英.カクセン石を含む。磨耗が著しく

器富が荒れてざらついている。 7は内面，外面に横位の貝殻条痕が施された胴部片。胎土中には石英.

長石.黒雲母を含む。 8は器面が荒れているため拓影が不鮮明だが外面に条痕が施された底部片であ

る。 9は内面，外面に貝殻条痕が施された胴部片で，胎土中には石英.長石.黒雲母を含む。磨耗が

著しく器面が荒れてざらついている。

番号 調査区 層位 器種・部{立 厚~(図) 焼成 色調(外) 色調(内) 胎土 文様・調整(外) 文様・調整(内)

1 TP2 5 口縁部 5 良 i炎赤褐色 暗褐色 i骨石，石英 it線

2 TP2 5 胸部 5 良 j炎赤褐色 暗褐色 滑石，石英，金雲母 j尤線

3 TP2 5 口縁部 6 良 i炎赤褐色 暗褐色 滑石，石英，金雲母 j尤線

4 TP2 5 口忠章部 6 良 i炎赤褐色 暗褐色 滑石，石英，金雲母 沈線 摩滅がひどく関部

の可能性もある。

5 表採 日産量音I1 7 良 黄褐色 黄褐色 石英，長石，カクセン石 条痕 条痕

6 B-4 IVc 』阿部 10 不 赤褐色 賠灰色 黒雲母，長石，石英，カクセン石 凹線

7 D-5 IVa 日持部I1 8 不 黄褐色 黄褐色 石英，長石，黒雲母 条痕 条痕

8 C-3 皿 底部 22 不 赤褐色 黒色 石英，長石，黒雲母 条痕

9 D-5 IVa 胸部 8 不 赤褐色 葉褐色 石英，長石，黒雲母 条痕 条痕

表4 縄文時代の土器観察表

[引用・参考文献]

-諌見富士郎編 2001 r大野原遺跡j有明町文化財調査報告書第12集 有明町教育委員会

-村)11逸朗・弁立尚編 2003 r供養)11遺跡』長崎県文化財調査報告書-第174集 長崎県教育委員会

・)11口洋平編 2002 r玖島城跡』長崎県文化財調査報告書167集 長崎県教育委員会

-荒木伸也編 2000 r雪浦清水遺跡j大瀬戸町文化財調査報告書第2集 大瀬戸町教育委員会

-安楽勉・中田敦之編 1985 r楼橋田遺跡』長崎県文化財調査報告書第76集 長崎県教育委員会

・同志社大学考古学研究室編 1990 r伊木力遺跡、 長崎県大村湾沿岸における縄文時代低湿地遺跡の調査一』多良見

町文化財調査報告書第7集 多良見町教育委員会
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③石 器(第25図~第28図，図版20~27)

{石鍛}

1~4 は局部磨製石験。 1~4 どれも両面に研磨が施しである。石材は1. 3. 4が漆黒黒曜石，

2が灰白色黒曜石。 5. 6. 9は基部を扶り込んだ四基銭。いずれも漆黒黒曜石である。 7は平基鍛

である。石材は漆黒黒曜石。 8はかなり安山岩に近い暗灰色黒曜石製の石鍛。

[石鍛未製品1

10は図正面の頭部.基部.左側縁部に部分的な細部加工を施し，裏面は基部に加工を施して概形を

作り上げたものである。 11は図正面の頭部.基部に部分的な細部加工を施し，裏面は基部.左側縁部

に加工を施して概形を作り上げたものである。 10. 11ともに暗灰色黒曜石製。 12は暗灰色黒曜石製。

匿正面の頭部.基部.左側縁部に加工が施しである。右側縁部はわずかに加工がみられるがほぼ剥片

の素刃からなる。裏面は頭部.基部.右側縁部に加工が施しである。

{スクレイパー]

13は図正面の右側縁部に再面から粗い調整剥離が施されている。石材は暗灰色黒曜石。 15は図正面

の下辺に調整剥離を施して刃部を作り出している。裏面は調整が施されておらず自然面を残す。石材

は暗灰色黒曜石。

{ドリル1

14は図正面左側縁部.右側上縁部に細部調整を施して整形したドリル。裏面に調整は見られない。

石材は暗灰色黒曜石。スクレイパーとして使用された可能性もある。

[使用痕剥片1

16は圏正面の右側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある暗灰色黒曜石の剥片。中央から左側は自然

面である。試掘時に出土した遺物である。 17は図正面の左側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある縦

長剥片で，石材は暗灰色黒曜石である。 18は図正面の右側縁に細部調整が施されている。石材は暗灰

色黒曜石。 19は図正面の下縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある縦長剥片で，石材は暗灰色黒曜石。

20は図正面側に縦走する稜線をひとつもつ縦長剥片。両側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある。石

材は漆黒黒曜石。 21は図正面左下側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕があり，右側縁の一部に縮部調整

が施されている。石材は漆黒黒曜石。 22は図正面の上縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある暗灰色黒

曜石の縦長剥片。 23は密正面側に縦走する稜線をひとつもつ漆黒黒曜石の縦長剥片。左側縁と右下縁

に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある。 24は右側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある暗灰色黒曜石の

剥片。 25は右側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある漆黒黒曜石の縦長部片。 26は図正面右側縁と裏

面右下縁に細部調整が施された安山岩の剥片。 27は図正面の左下縁と裏面左側縁に剥離痕がある安山

岩の剥片。 28は図正面の左側縁と裏面右下縁に剥離痕がある暗灰色黒曜石の剥片。 29はほぼ全体縁に

剥離痕がある暗灰色黒曜石の剥片。

30は左側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある安山岩の剥片。 31は末端部両面にかけ，急、斜度調整

した安山岩の剥片。この調整により末端部に尖頭部をつくりだしている。 32は図裏面の左側縁に剥離

痕がある暗灰色黒曜石の剥片。 33は左側縁に刃こぼれ状の微細な剥離痕がある漆黒黒曜石の縦長剥片。

34は図正面側に縦走する稜線をひとつもつ漆黒黒曜石の縦長剥片。左側縁に刃こぼれ状の微細な剥離

痕がある。
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[石核1

35は剥片剥離が完全に終了した石核。サイコロ状を呈している。剥離作業面は全面にわたっていて

層状を呈した自然面を一部残す。石材は暗灰色黒曜石。 36は剥片剥離が完全に終了した石核。いわゆ

るサイコロ状を呈している。正面側に 2枚.左側に 3枚.右側に 2枚.上に 2枚の剥離面を持つO 石

材は漆黒黒曜石。自然面は層状を呈している。

[磨石1

37は上面一面を磨面として利用。砂岩の丹礁を利用しである。半欠している。

[磨製石斧]

38はデイ岩質で刃部が破損し，基部は少しすほまっている。全体的に研磨しであり，比較的厚めで

あ る 。(織田健吾)

NO 層{立 器種 石種 最大長(阻) 最大幅(mm) 最大厚(mm) 重さ (g) 備考

1 表採 石録 i奈黒色黒日程石 12 8 2 0.2 局部磨製石鍛，河脚欠損

2 Na 石鍛 灰白色黒日露石 13 9 3 0.1 局部磨製石鍛，片脚欠損

3 Na 石鍛 漆黒色黒日程石 12 13 3 0.4 局部磨製石鍛，先端欠損

4 Na 石鍛 漆黒色黒曜石 20 10 3 0.4 局部磨製石鍛，片脚欠損

5 N 石鍛 漆黒色黒曜石 23 17 4 0.8 片脚欠損

6 Na 石鍛 漆黒色黒曜石 24 16 4 0.8 先端と片腕欠損

7 Na 石鍛 漆黒色黒曜石 18 13 3 0.5 雨脚欠損

8 Na 石鍛 精灰色黒曜石 12 14 4 0.4 月間下半部欠損

9 Na 石鍛 i奈黒色黒耀石 21 12 4 0.9 先端と片脚欠損

10 表採 石員長未製品 灰色黒曜石 16 12 5 0.8 
11 表採 石鍛未製品 暗灰色黒曜石 26 24 6 3.3 
12 Na 石鍛未製品 精灰色黒曜石 35 14 6 2.6 
13 Na スクレイパー 碕灰色黒曜石 58 39 16 27.2 
14 Nc ドリル 時灰色黒曜石 60 25 10 11. 5 先端部欠損，裏面に明瞭な調整痕は見られない

15 Na スクレイノ{- 暗灰色黒曜石 22 43 8 7.7 
16 表採 使用痕郡片 暗灰色黒畷石 32 19 9 4.3 試掘時に出土

17 Na 使用痕剥片 階灰色黒耀石 40 20 5 4 左側辺に使用痕有り

18 表採 使用痕剥片 暗灰色黒耀石 33 25 7 6.8 
19 Na 使用痕剥片 陪灰色黒曜石 29 24 9 5.3 
20 Na 使用痕剥片 漆黒色黒耀石 37 14 4 1.9 両辺に使用痕有り

21 Na 使用痕剥片 漆黒色黒曜石 38 27 5 3.2 
22 Na 使用痕剥片 暗灰色黒曜石 37 28 9 9.4 
23 Na 使用痕剥片 漆黒色黒曜石 29 13 5 1.2 
24 Na 使用痕剥片 精灰色黒曜石 37 26 10 6.3 
25 Na 使用痕剥j片 i奈黒色黒日程石 40 28 9 8.4 左下端に使用痕有り

26 Na 使用痕剥片 安山岩 39 48 9 11.7 
27 Na 使用痕剥片 安山岩 52 62 12 37.6 
28 Na 使用痕剥片 暗灰色黒曜石 22 23 8 4 
29 表採 使用痕剥片 暗灰色黒曜石 34 32 5 4.8 
30 Na 使用痕剥片 安山岩 55 29 11 9.5 
31 れTa 使用痕剥片 安山岩 45 32 17 17 
32 ill(試掘) 使用痕剥片 時灰色黒曜石 35 32 16 14.9 試掘特に出土

33 Na 使用痕剥片 漆黒色黒曜石 23 10 3 l 右側面に使用痕有り

34 Na 使用痕剥片 i奈黒色黒日程石 17 10 2 0.6 片側l縁に微細な調整痕有り

35 表採 石核 経灰色黒日程石 26 33 35 31. 6 
36 Na 石核 漆黒色黒曜石 21 26 21 7.4 
37 Na 磨石 砂岩 83 59 34 235 円擦を使用。上国一面を磨爾として利用，半欠

38 表採 磨製石斧 デイ岩 92 52 32 191.1 試掘時に出土，刃部破損

表 5 縄文時代の石器計測表

[51用・参考文献]

-荒木伸也編 2000 r雪浦清水遺跡』大瀬戸町文化財調査報告書第 2集 大瀬戸町教育委員会

・諌見富士郎編 2001 r大野原遺跡』有明町文化財調査報告書第四集 有明町教育委員会

・同志社大学考古学研究室編 1990 r伊木力遺跡一長崎県大村湾沿岸における縄文時代低湿地遺跡の調査~j 多良見

町文化財調査報告書第7集 多良見町教育委員会
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(2) 近世

①陶磁器(第29図~第32閣，図版28~55)

陶磁器の編年については， r九州陶磁の編年jを参考とした。

1 ~18は遺構内出土の遺物である。 1 は， C-2区ピット 1より出土した見込蛇ノ目柚剥ぎの染付

皿底部である。底径4.3cmを測る。高台際から高台にかけては露胎である。胎土は若干灰色がかった

白色で，焼成も良好であるため綾密な感じを受ける。見込に文様が見られるが，一部分であるために

全体については不明である。体部下半が無紬であることからN期の所産と考えられる。 2は， C-2 

区ピット 2から出土した陶器製火入と思われる口縁部片である。折り返しにより作り出された玉縁日

縁を持ち，直立した頚部から段を持ち胴部に至る。赤褐色胎土で，外面には刷毛目が施され口縁部に

は鉄軸が掛かる。内面は露胎である。 3は， C-2区ピット 2から出土した染付碗の口縁部である。

外面に文様が描かれる。 4は， D-2区ピット 4から出土した見込蛇ノ目粕剥ぎの染付碗である。復

元日径10.6cm.底径4.5cm.器高5.8cmを測る。腰部には 1条の陸線が巡り，その上に連続唐草丈が描

かれる。高台には 2条，高台内に 1条の圏線が巡る。胎土は，灰自色で椴密である。白濁した紬が掛

けられ，見込部分が蛇ノ日軸剥ぎされている。畳付にも紬は掛からない。 N期の所産と考えられる。

5は， C-3区ピット 2から出土した措鉢の口縁部である。口縁内面が肥厚し体部との境に段を作る。

胎土は灰褐色で硬く焼き締まっている。鉄紬が掛けられるが口縁部より下は露胎である。 rn期の所産

と考えられる。類例に長崎市築町遺跡出土品がある。 6は， C-3区ピット 3から出土した染付碗で

ある。体部外面に草花文が描かれる。胎土は白色で呉須の発色も良好である。口縁部は二次的な被熱

によるものかわずかに黒変している。 7は， C-3区ピット 3から出土した染付碗である。復元口径

10.3cm.底径4.0cm.器高5.7cmを測る。外面に草花文を描く。胎土は白色で，微細な黒色粒子を全体

に含む。全面施軸後畳付の部分の紬を剥ぎ取っているoN期の所産と考えられる。 8は， C-3区ピッ

ト7より出土した見込蛇ノ目粕剥ぎの染付血底部である。底径4.2cmを測る。見込には 2条の圏線が

見られる。胎土は若干灰色がかった白色で，微縮な黒色粒子を全体に含む。畳付の紬も掻き取られて

いる。 V期の所産と考えられる。 9は， C-4区土壌 1から出土した鞠器製鉢の底部片である。復元

底径14.4cmを測る。高台の外側を斜めに削り落としている点が特徴的である。胎土は，赤褐色で 2mm 

大までの砂粒をまばらに含む。内面は，白化粧土で刷毛目が施されその上から黒褐色の稲が流し掛け

される。外面は，白化粧土は見られず黒褐色の粕だけが施される。高台および体部下半に圏転ヘラ削

り痕が残る。回転ヘラ部りの際の韓輔の回転は反時計四りである。 10は， C 4区土壌 1から出土し

た染付碗の口縁部片である。外面に二重網目文を描き，灰白色の胎土である。 11は， C 5区土壌 1

から出土した染付碗の口縁部である。外面に文様が描かれる。胎土は，微細な黒色粒子を全体に含み

締まっておらず、ざっくりとした感じである。内面は，紬が煮えざらついている。 12は， C-6区ピッ

ト7より出土した見込蛇ノ百粕剥ぎの染付血である。口径12.2cm.底径4.3cm.器高3.8cmを測る。見

込に 1条の圏線が巡り，その上に二重斜格子文が描かれる。裏文様はない。畳付も露胎である。見込

と畳付の露胎部分には砂が付着する o N期の所産と考えられる。 13は，C-61Rピット 7から出土し

た陶器皿である。内野山窯系といわれる皿で，内面は全面施紬後蛇ノ自紬剥ぎきれ，鷲色で光沢のあ

る緑紬には全体に細かな貫入が入る。外面は，体部上半に透明軸が掛かる。胎土は，黄白色で砂粒を
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含まず精選されている。底径3.8cmを測る o N期の所産と考えられる。 14は， C-6区ピット 8から

出土した磁器小杯である。復元口径7.8cm.底径2.9cm.器高3.7cmを測る。腰部から内奇しながら膨

らみを持って立ち上がり，口縁部が外反する。胎土は灰色で繊細な黒色粒子をまばらに含み，白濁し

た紬が畳付けを除き全体に掛かる。 15は， C-6区ピット 8から出土した陶胎染付の簡型火入底部片

である。復元底径5.2cmを灘る。高台畳付は幅1.Ocmと幅広で，腰から体部へ向けでほぼ垂直に立ち上

がる。腰部には 1条の圏線が巡る。胎土は，灰白色で軟質である。外面には白色の化粧土が薄く掛け

られ，全面施粕後畳付の紬が掻き取られる。内外面とも貫入が著しい。 N期の所産と考えられる。 16

は， C-6区ピット 8から出土した絢器製の刷毛目碗底部片である。胎土は，薄い灰掲色で内外面に

白土による刷毛目が施される。畳付のみ露胎であるが，砂が僅かに付着する。 17は， D 5区陶磁器

溜めから出土した陶器蓋である。復元外径9.2cm.復元内径7.0cmを測る。上面中央には，つまみが付

いていた痕跡が残る。胎士は茶褐色で白色の粒子を含み，よく焼き締まっている。上面のみ白化粧土

が施され青灰色の粕が掛かる。 18は， D-5区陶磁器溜めから出土した染付碗である。口径9.8cm.

底径3.8cm.器高5.6cmを測る。外面腰部に l条の圏線が巡り，その上に草花文を描く。高台には2条

の圏線が巡り，高台内には崩れた銘款を記す。胎土は若干灰色を帯びた白色で，徹細な黒色粒子を全

体に含む。全面施軸後畳付の部分の穂を剥ぎ取っているが，高台に砂の付着が見られる。この碗の最

大の特徴は，大きなゆがみと焼成時における他製品との融着痕，そして見込に見られる降灰痕がある

ことである。これらの点に関しては，後述する。町期の所産と考えられる。

19~23は，包含層より出土した遺物である。小片が多く，図化できるものを選んだ。 19は， B-3 

区E層から出土した掲器皿である。内野山窯系といわれる皿で，内面は，青緑色で光沢のない緑紬が

全面施紬後蛇ノ日未由剥ぎされている。外面は，体部上半に透明柚が掛かる。胎土は，黄白色で砂粒を

含まず精選されている。復元口径13.4cm.復元底径4.2cm.器高3.5cmを測る。町期の所産と考えられ

る。 20は， B-3区E層から出土した染付盟である。復元口径14.1cm.復元底径8.1cm.器高4.0cmを

測る。外面腰部に 1条の圏線が巡り，その上に唐草文を搭く。高台には 2条の，高台内には 1条の圏

線が巡る。内面は，見込に 2条の圏線が巡り，体部には花文が描かれる。胎土は灰白色で，畳付を除

き紬が掛かる。焼成の際の融着痕が口縁部に残り，形も歪んで、いる。町期の所産と考えられる。 21は，

B-3区E層から出土した磁器製仏飯器である。底径4.2cmを1Mる。脚部と杯部を別々に作り接合さ

せて成形している。腰部に l条の圏娘が巡る。脚部にも 2条の圏線が巡るが，韓曜の回転を利用せず

に描いているため，水平に描かれていない。胎土は，不純物が無く精選されている。脚部より上位に，

ガラス質にならずガサついた白濁の穂が秩序なく掛かる。呉須の発色も悪く黒色を呈する。圏線の描

き方や軸の掛けかたから丁寧に作っていない感じを受ける。 N期の所産と考えられる。 22は， B-3 

区H層から出土した揺鉢である。口径35.0cm.底径13.8cm.器高12.1cmを測る。僅かに肥厚した口縁

は外反し，口縁下には断面三角形の凸帯が巡る。また，口縁部には形散化した片口が付く。内面は，

最大23条の櫛目で播日が付けられ後，日縁部内外匝に横ナデが施される。胎土は赤掲色で 5nml大の白

色礁を僅かに含む。鉄職であろう黒茶色の軸が畳付を除き全面に施されている。焼成は良好で，高台

内面に広く砂が付着する。内底部にも底径と同じ大きさで砂が付着することから重ね焼きを行った痕

跡であろうことが伺える。底部中央には径6cm程の穴が穿つである。播鉢の利用後植木鉢として再利

用したものと考えられる。 23は， C-3区H層から出土した染付皿である。外面に唐草文を，内面に
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草花文を描く。胎土は灰白色で，軍手の作りである。

24から39は，重機で表土剥ぎをした際に出土した遺物である。1I層および匝層中にあったものと思

われるが，出土地点、については不明で、ある。特徴的なものを図化した。 24は，染付碗である。底径4.0 

cmを測る。外面は，高台脇に 2条の圏線が巡り，その上に草花文を描く。高台高はO.3cmと低い。胎

士は若干灰色を帯びた白色で不純物は含まない。全面施粕後畳付部分の紬を剥ぎ取っているが，高台

内中央と畳付に砂の付着が見られる。呉須の発色が大変良い。 N期の所産と考えられる。 25は，染付

碗である。復元底径4.2cmを測る。外面腰部に 1条の圏線が巡り，その上に草花文を描く。高台には

2条の圏線が巡る。高台内には l条の層線が巡り，中央に崩れて文様化した銘款が描かれる。胎土は

若干灰色を帯びた白色で，微細な黒色粒子を全体に含む。全面施軸後畳付部分の軸を剥ぎ取っている

が，高台に砂の付着が僅かに見られる。見込には，焼成の際の降灰痕が著しく器面がひどく荒れてい

るo N期の所産と考えられる。 26は 染付盟である。復元底径3.8cmを測る。外面腰部に 1条の圏線

が巡り，その上に草花文を描く。高台には 2条の圏線が巡る。内面は，見込に 2条の圏線が巡り，中

央には手書きの五弁花が描かれる。体部にはリンボウが一周する。胎土は白色で，貫入のある透明粕

が畳付を除き掛かる。呉須の発色は黒味が強く出ている。 27は，表土剥ぎの際に出土した見込蛇ノ目

軸剥ぎの染付中碗体部である。復元日径1l.4cmを測る。腰の部分から直線的に口縁に至る。見込部分

の厚さが残存部で1.Ocmあり，全体的にほってりとした感じを受ける。胎士は若干灰色がかった白色

で，焼成も良好で、ある。体部外面に文様が見られるが，一部分であるために全体については不明で、あ

る。見込を蛇ノ目紬剥ぎをしていることから N期の所産と考えられる。 28は，染付碗である。復元底

径4.2cmを測る。外面腰部に 1条の圏線が巡り，その上に草花文を描く。高台には 2条の圏線が巡る。

高台内には 1条の圏線が巡り，中央に崩れた「大明年製jと思われる銘款を記す。胎土は若干灰色を

帯びた白色で，微細な黒色粒子をまばらに含む。全面施紬後畳付部分の紬を剥ぎ取っているが，高台

に砂の付着が見られる。見込には降灰痕が大きく残る。 N期の所産と考えられる。 29は，染付碗であ

る。復元口径9.1cm.復元底径3.1cm.器高5.6cmを測る。外面は体部に草花文を施し，高台には 2条

の圏線が巡る。高台内には銘款が見られるが，残存部が僅かなために全体は明確でない。胎土は，白

色で良く焼きしまっている。全面施柑後畳付の部分の紬を剥ぎ取っている。町期の所産と考えられる。

30は，染付碗である。外面は腰部に 1条の閏線を，高台には 2条の圏線が巡る。胎土は，灰白色で良

く焼きしまっている。高台内にも施軸されていることから，全面施職後畳付部分の軸を剥ぎ取ったも

のと思われる。焼成の際の降灰痕が著しいo N期の所産と考えられる。 31は 染付碗である。復元口

径lO.6cm.復元底径4.4cm.器高4.9cmを測る。外面腰部に 1条の圏線が巡り，その上に梅樹文と思わ

れる文様を描く。高台には 2条の圏線が巡る。見込は 蛇ノ目柑剥ぎされ畳付の紬も剥ぎ取られて

いる。 N期の所産と考えられる。 32は，染付小杯である。復元口径7.4cm.底径2.4cm.器高3.7cmを

測る。外面体部に草花文を描く。胎土は若干灰色を帯びた白色で微細な黒色粒子をまばらに含む。全

面施粕後畳付部分の紬を剥ぎ取っているが，畳付に砂の付着が僅かに見られる。 N期の所産と考えら

れる。 33は，染付小杯である。復元口径7.8cm.復元底径3.2cm.器高4.3cmを測る。やや膨らみを持っ

た腰部から直線的に立ち上がり，口縁部が外反する。外面に草花文と思われる文様が描かれる。胎土

は灰色で微細な黒色粒子をまばらに含み，白濁した軸が畳付を除き全体に掛かる。畳付には砂が付着

する o N期の所産と考えられる。 34は B-4区土坑から出土した青磁火入である。復元底径8.3cm
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を測る。胎土は灰白色で，微細な黒色粒子を全体に含む。高台は，蛇ノ自由形高台である。軸は薄い

水色で，内面には軸は掛からない。 35は，外面口縁部に手描きで菊花を描いた染付血である。焼成で

は重ね焼きを行っており，その際に下の製品と融着し下の製品の口縁部カ唄占りついたままになってい

る。 36は，染付皿である。復元日径13.4cm.復元底径8.3cm.器高3.8cmを測る。外面腰部に l条の圏

線が巡り，その上に唐草丈を描く。内面は見込に l条の圏線が巡りその上に草花文が，見込中央には

五弁花が描かれる。高台内には一条の圏線が巡り中央には渦福と思われる銘款が施されている。胎土

は，灰色が強いが良く焼きしまっている。全面施紬後畳付部分の粒を剥ぎ取っている。lV期の所産と

考えられる。 37は， C-2区ピット 1から出土した染付瓶の服部片である。外面に草花丈を描いてい

る。胎土は灰白色で器表の仕上がりも灰色が強く出ている。 38は，陶器瓶である。復元底径6.6cmを

測る。高台は，外面の削り出しは行わず内面の削りだけで作り出している。胎土は，赤掲色で敏密で

あるが焼成温度が低かったのであろう焼き締まってはいない。白濁した粕が畳付を除き外面に掛かる。

内面は無紬である。 39は，磁器製ハマである。断面逆台形を呈し，復元上面径4.8cm.復元底面径2.0

cm.高さ1.2cmを測る。出色の綾密な胎で底面には切り離しの際の回転糸切り痕が残る。

{参考文献}

・九州近世陶磁学会編 2000年『九州陶磁の編年』九州近世絢磁学会
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第29図出土問磁器①

63 -



17 

15 

16 。18

20 

19 

。

。

第30図出土陶磁器②
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第31図出土陶磁器③
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第32図出土陶磁器④

②石・金属製品(第33図，図版56~58)

1は，石英製火打石である。長さ8.3cm.幅4.1cm.厚さ3.0C01を測る。欠損をした先端部と側面に

鼓打痕が残る。 B-3区困層出土。 2は，不明青銅製品である。出土当初は，きせるの吸口と考えて

いたが，中に削り痕のある木片が挿入してあったことと口元部分が潰れていることから，吸口ではな

いと考える。口元部分は，閉口していたものを潰したものか初めから開口していなかったものか，錆

のために不明である。長さ7.0cm.径1.Ocm，挿入されていた木片の長さ3.8cm.径0.9cmを測る。 c-
3区困層出土。 3は，鉄釘である。長さ5.8c01.厚さ1.6c01を測る。錆のために膨れているが，先端部

分に方形の断面を確認することができる。 C-6区ピット 2内出土。

(JI!畑敏則)
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5 まとめ

炉跡について

この炉跡の特徴的な点は，作り出された場所にある。つまり，①地形の落ち際を選んでいる。②遺

物集中区のはずれにあるという点である。①については，当遺構が作り出されている場所が，舌状に

延びた土石流の先端部にあたり 比高差が60cmの緩やかな傾斜地に当たる。平地ではなく足場の悪い

傾斜地を選んだ理由として・暖を取るためではなかった。熱効率が良かった。-作り出すことが容

易であった等考える事ができるが，類例に乏しいため憶測の域を出ない。②については，遺物集中区

がドットマップでも分かるように， B-3区. B-4区北側. A-4区に帯状につながっている(こ

の遺物集中区も土石流土の端部ラインと一致する)。その集中区から外れるように作り出されている

ことである。

作られた時期は，出土した土器片や年代測定の結果から 縄文時代早期と考える。

近世遺構について

小野F遺跡からは， 45基のビットが検出されたが，大きさから 2グループに分けることが出来る。

一つは径が 1m前後の大きなピットであり，もう一つは径が50cm前後の小さなものである。大きな径

のグループは， C 2区. C-3区. C-4区. C-6区で見られ，小さな径のグループはC-5区.

C 6区で多く見られる。このことを踏まえ，建物の存在を考えながら遺構配置図を見てみると， C 

6区に 1棟. C-3・4区に 1棟，いずれも東西方向に軸を持つ建物があった可能性が出てくる。

出土した遺物の年代から考えると，この地に建っていたであろう建物は， 18世紀代早くに建てられ，

19世紀をまたずに利用されなくなったと考えられる。調査区内にある田の境にもなっている石垣の裏

込めから近世陶磁器片が多く出てきたことや，表土下の田の床土の下から間層を挟まずに近世の包含

層が検出されたことからも， C-3・4区では建物が廃棄されたあとに耕作地として利用されたと考

えられる。 C-6区については，前述したように検出したピットの立ち上がりが僅かであることから，

建物廃棄の後に再ぴ削平が行われたものと考えられる。

局部磨製石鍛について

本遺跡は，縄文時代の包含層は残っているものの，製品の出土が極端に少なかった。しかし，そん

な中でも局部磨製石鍛のしめる割合が大きいことは本遺跡の特徴であると言える。西北九州における

局部磨製石族の研究は 佐世保市岩下洞穴で多量に出土したのをきっかけに下川達鵡氏が1972年に出

した論考を基にしている(下JII1972)。下川氏の論考から30年が経ち 出土遺跡数も大幅に増加した。

下JII氏以降の局部磨製石鍛に関する論考は，渡遺康行氏 (1997渡遺)や高原愛氏 (2001高毘)が出し

ている。高原氏は，県内から出土した局部磨製石鍛の一覧と分布地図を合わせて発表しているが，高

原氏が発表をしてから 4年が経過しているので，新たに分布地図を作成した(第34図)。
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No. 遺跡名 地名 No. 遺跡名 地名
長畑遺跡 鷹島町 51 野中遺跡 東彼杵町

2 平野遺跡 福島町 52 大久保遺跡 東彼杵町
3 今福遺跡 松浦市 53 里郷遺跡 東彼杵町
4 

宮中のノ下瀬り遺遺跡跡
松浦市 54 東光寺遺跡 大村市

5 松浦市 55 野田の久保遺跡 大村市
6 明賀谷遺跡 松浦市 56 黒丸遺跡 大村市
7 老楢因遺跡 松浦市 57 野田古i責 大村市
8 寺ノ尾C遺跡 松浦市 58 野田 B遺跡 大村市

必ク
;ゴピ 0_ 

9 下回遺跡 松浦市 59 葛城遺跡 大村市
10 田口遺跡 松浦市 60 坂口館遺跡 大村市
11 里田原遺跡 田平町 61 撮ノ下A遺跡 大村市

、 12 中山遺跡 平戸市 62 鬼石A遺跡 大村市、
ゐ;、 13 中の原遺跡 平戸市 63 上水計遺跡 大村市、

14 神ノ池遺跡 平戸市 64 下稲川内澄跡 大村市
15 馬込遺跡 平戸市 65 下降原遺跡 大村市
16 坊主畑第 3遺跡 平戸市 66 下降原高場遺跡 大村市
17 i章吉遺跡 平戸市 67 雀の倉遺跡 諌早市
18 広久保遺跡 江迎町 68 牛込A. B遺跡 諌早市
19 福井洞穴 吉井町 69 鷹野遺跡 諌早市
20 岩谷口遺跡 世知原町 70 平遺跡 諌早市
21 板山遺跡 世知原町 71 西輪久道遺跡 諌早市
22 菰田洞穴 佐世保市 72 平山遺跡 諌早市
23 牟田張遺跡 佐世保市 73 西ノ角遺跡 森山町
24 杉ノ尾遺跡 佐世保市 74 弘法原遺跡 吾妻町
25 岩下洞穴 佐世保市 75 京ノ坪遺跡 瑞穂町
26 新田溜池遺跡 佐世保市 76 魚洗川B遺跡 国見町
27 福田池遺跡 佐世保市 77 百花台遺跡 国見町
28 泉福寺洞穴 佐世保市 78 一野遺跡 有明町
29 原分遺跡 佐世保市 79 肥賀太郎遺跡 島原市

。

03?!??社 位汐/ 〆
〆 すv必OE--v¥ 30 中通洞穴 佐世保市 80 下木場遺跡 有家町

D 
31 四反田遺跡 佐世保市 81 今福遺跡 北有馬町

b 32 母ヶ浦遺跡 佐世保市 82 築崎遺跡 飯盛町。 )')3.6 ~_.'\. て 33 郷美谷遺跡 佐世保市 83 伊木カ遺跡 多良見町
34 牟田堤遺跡 イ左世保市 84 出i章遺跡 外海町
35 西方ノ池遺跡 佐世保市 85 柿泊遺跡 長崎市
36 天神洞穴 佐世保市 86 磨屋町遺跡 長崎市
37 天神遺跡 佐世保市 87 脇岬遺跡 野母崎町
38 庵手Eヨ浦遺跡 佐世保市 88 原の辻遺跡 壱岐市
39 観 寺遺跡 佐世保市 89 オオサコ遺跡 小値賀町
40 円常寺遺跡 佐世保市 90 目崎遺跡 小値賀町
41 上原遺跡 佐世保市 91 水畑遺跡 小値賀町
42 虚空蔵遺跡 佐世保市 92 笛吹遺跡 小値賀町
43 高畑遺跡 佐世保市 93 野首遺跡 小値賀町
44 針尾人崎遺跡 佐世保市 94 頭ヶ島白浜遺跡 新上五島町
45 古里遺跡 佐世保市 95 小満遺跡 新上五島町
46 ケイ マンゴー遺跡 西海町 96 寄神貝塚周辺遺跡 五島市
47 

松外山園A遺遺跡跡 東彼杵町 97 茶園遺跡 五島市
ロ '-.l'f¥. ILl 11 "、内!t>1i ¥ ..J 48 東彼杵町

49 
宮小田園A遺遺跡跡 東彼杵町

50 東彼杵町

*26.新田溜池遺跡と38.庵ノ浦遺跡は長崎県遺跡地図には記載なし。

h~~~" ~l) ¥ス¥ノfー¥マ入、¥¥ノ17¥J』)「-千m五5.7618 ι~づ4¥¥九¥ .j 
tJ・7n.J，、、¥¥l、‘ I I 。
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第34図 長崎県内局部磨製石鍛出土遺跡分布図
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・高原愛編 2001r平野遺跡j長崎県文化財調査報告書第160集 長崎県教育委員会

-川道寛編 1998 r茶園遺跡』岐宿町文化財調査報告書第3集 岐宿町教育委員会

・)11内野篤編 2003 r菰由民穴発掘調査報告書j佐世保市教育委員会

-宮下雅史編 1997 r柿泊遺跡J長崎市教育委員会

・高原愛「諌早市牛込A.B遺跡出土の局部磨製石鍛と土器J 2001 r西海考古第4号J西海考古同人会

・中田敦之編 1989 r宮ノ下り遺跡j松浦市文化財調査報告書第 5集松浦市教育委員会
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-伴耕一朗編 1985 r里田原遺跡、』回平町丈化財調査報告書第2集 田平町教育委員会

-中田敦之編 1998 r松浦・今福遺跡 国営農地再編整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一』松浦市文化財e調

査報告書第14集松浦市教育委員会

・高野晋可編 1985 r西ノ角遺跡j長崎県文化財調査報告書第73集 長崎県教育委員会

・中田敦之編 1987 r下回遺跡』松浦市文化財調査報告書第 3集 松i甫市教育委員会

-萩原博文・加藤有重編 1993 r坊主畑第3遺跡の発掘』平戸市の文化財35 平戸市教育委員会

・古代学協会編 1976 r長崎県北松浦郡世知原町岩谷口遺跡苦手の発掘調査j世知原町教育委員会

・麻生優ほか編 1993 r佐世保市相浦川流域遺跡分布調査報告書j佐世保市教育委員会

-塚原博編 1994 r県営畑総事業に伴う確認調査概報.II J小値賀町文化財調査報告書第10集小値賀町教育委員会

・宮崎貴夫編 1985 r今福遺跡II.I長崎県丈化財調査報告書第77集 長崎県教育委員会

-古門雅高編 2004r下木場遺跡j長崎県文化財調査報告書第179集 長崎県教育委員会

・平野敏和編 1982 r出津遺跡j外海町文化財調査報告書第 1集 外海町教育委員会

・塚原博編 2003 r野首遺跡 野崎多目的ダム建設に伴う発掘調査 J小値賀町文化財調査報告書第17集 小値賀町

教育委員会

・松藤和人編 1994 r百花台東遺跡j同志社大学文学部文化学科調査報告 同志社大学文学部文化学科

・安楽勉編 2001 r原の辻遺跡j原の辻遺跡調査事務所調査報告書第22集 長崎県教育委員会

-本田秀樹編 2001i一野遺跡Jr県内主要遺跡内容確認識査報告書NJ長崎県文化財調査報告書第159集 長崎県教

育委員会
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融着E 変形等が見られる近世の磁器について(第35図E 第36図，図版59......61) 

融着.変形.著しい降灰等が見られる磁器について紹介したい(()内 Noは出土陶磁器図で記した

Noである)0 1闘は， D-5区陶磁器i留めから出土した染付碗である。 1cmの径の違いが見られ，い

びつに歪んでいる。さらに体外面には，融着した他製品をはがし取った痕(網目部分)が残り，見込

には，焼成の際にできた降灰痕が残っており，まるで物原から持ってきた感じである。この他にも他

製品との融着は， 2側染付皿. 3倒染付皿に見られる。著しい降灰痕は， 4同染付碗. 5倒染付碗.

6側染付碗に見られる。これらの，上物ではない製品が本遺跡から出土した理由として，佐々市瀬や

三JII内等の窯場が近くにあったことがまず挙げられよう。小野F遺跡から多く出土した磁器製品が属

する町期は，同じ平戸藩内で三川内地区.佐々市瀬窯.松浦皿山の 3箇所で磁器が焼かれていた。各

窯場では，出来上がった製品を流通させる際に，今日でも行われているように製品のランク付けが行

われたであろう。実際，平戸藩御用窯総合調査報告書によると， r製品は，上物.ツラモノ.ツラシ

タ.ガサ(最下級品でザツモンとも呼び、早岐茶市用)の}II震で呼ばれていたjとあり(長崎2002)，出

来上がりにより 4つの等級に分けて出荷していたことが分かる。それぞれがどの程度の出来上がりを

指すものか，報告書にはそこまで掲載されておらず，筆者も実見をしていないので明確なことは言え

ないが， 1のように積み重ねも出来ないほどいびつに歪んだ物が，流通の経路に乗るのかどうか疑問

'1 

ご

に£三二コ7

。 10cm 

第35回 融着・変形・降灰が見られる磁器
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である。 7(39)磁器製ハマの出土と合わせて考えると，窯場との直接的な取引の可能性も考えなければ

ならない。これまで，生産地以外で変形.融着.降灰痕がある近世磁器を報告した遺跡として，佐世

保市上原遺跡(草野1986).東彼杵町小薗城跡(町田1991).大村市坂口館跡(宮崎1991)が挙げられ

る(第36図)。上原遺跡では，口縁部内外にリンボウが，体部外面に唐子が描かれた小碗の見込部分

の降灰について報告がされている(1)。小薗城跡からは，見込に砂の付着とされているが降灰痕とおも

われる染付皿 (2. 3) と，形が歪んだ広東碗(4)が報告されている。坂口館跡からは，他製品との融

着痕が残る染付碗が報告されている(5)。今後，消費地からの融着.変形等が認められる陶磁器資料が

増えることで，窯場を身近に控えた地域における，近世陶磁器の消費のあり方が解明できるものと思

殺::金も
。 10cm 

/
/
〆

TJ ;1 
。

ーーーーーー~ー一、、、、

lOcm 

1.上原遺跡出土

2. 3冒 4.小菌城跡出土

5.坂口館跡出土

第36図 融着・変形・降灰が見られる磁器(参考資料)
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われる。資料の増加を期待したい。 (川畑敏則)

(1局部磨製石鍛出土遺跡分布園J及び「出土地名一覧j作成は織田健吾による)

[引用・参考文献]

-草野誠可編 1986 r上原遺跡』長崎県文化財調査報告書81集 長崎県教育委員会

・倉田芳郎編 1982 r長崎・松浦皿山窯社j松浦市教育委員会

・下川達粥 1972 1局部磨製石鍛についてJr長崎県立美術博物館研究紀要J1 長崎県立美術博物館

・高原 愛 2001 1諌早市牛込A.B遺跡群の局部磨製石鍛と土器Jr西海考古J4 西海考古同人会

・長崎薫 20021第 7章 三)11内山の習俗Jr平戸藩御用窯総合調査報告書』佐世保史談会

・町田利幸編 1991 1小菌城跡Jr九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書問』長崎県文化財調

査報告書99集長崎県教育委員会

-宮崎貴夫編 1991 1坂口館勤;Jr九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調資報告書四j長崎県文化財調

査報告書99集長崎県教育委員会

-宮下雅史 20021近世窯業遺跡Jr佐世保市史』通史編上巻佐世保市

-古門雅高.i度遺康行編 1997 1広平遺跡」長崎県文化財調査報告書137集
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遺跡遠景(東から)

遺跡近景(西から)

図版 1 遺跡遠景・近景
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図版6 土層の状況③
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C-6区北壁

C-5区北壁
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図版 7 土層の状況④
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図版 8 土層の状況⑤
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図版15 遺物出土状況①.調査風景①
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図版17 調査風景③.周りの状況
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図版24 出土石器③(表)
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図版25 出土石器① (裏)
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図版28 出土した陶磁器
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図版29
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図版30 出土陶磁器②
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図版31 出土陶磁器①
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図版32 出土陶磁器④
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図版34 出土陶磁器⑥
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図版35 出土陶磁器⑦
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図版36 出土陶磁器③
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図版37 出土問磁器⑨
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図版38 出土陶磁器⑩
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図版39 出土陶磁器⑪
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図版40 出土陶磁器⑫
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図版43 出土陶磁器⑮
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図版44 出土陶磁器⑩
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図版45 出土陶磁器⑫
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図版46 出土陶磁器⑬
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図版47 出土陶磁器⑩
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図版49 出土陶磁器⑪
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図版50 出土陶磁器@
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図版53 出土陶磁器⑮
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図版54 出土陶磁器⑮
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図版56 出土石・金属製品①
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図版57 出土石・金属製品①
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融着，変形している染付碗 1 -1 

融着司変形している染付碗 1-2 

図版59 融着・変形等が見られる近世の磁器①
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融着している染付皿

融着している染付皿片

図版60 融着・変形等が見られる近世の磁器②
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内面に降灰が著しい磁器碗

内面に降灰が著しい磁器碗外面

図版61 融着・変形等が見られる近世の磁器①
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長崎県、小野F遺跡における自然科学分析

株式会社古環境研究所

1 .小野F遺跡における放射性炭素年代測定

1.試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

No 1 B-3区，町 a層中 炭化物 酸ーアルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

※AMSは加速器質量分析法:Accelerator Mass Spectrometry 

2.測定結果

試料名 14C年代 δ13C 補正14C年代 暦年代(西暦) 測定No
(年 BP) (%0) (年 BP) (Beta-) 

No.1 9350::1:::50 -25.5 9340::1:::50 交点:cal BC 8600 180897 
1σ: cal BC 8630~8545 
2σ: cal BC 8730~8460 

1) 14C年代測定値

試料の14C/12C比から，単純に現在 (1950年AD)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は，

国際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。

2 )δ13C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定問位体比(13C/12C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，

およびサンゴの U崎 Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし， 10，000年BP以前のデータはまだ不

完全であり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と磨年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%

確率)と 2σ(95%確率)は，補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。
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したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の Iσ ・2σ値が表記される場合もある。

3.所見

Na層中の炭化物について，加速器質量分析法による放射性炭素年代測定を行った結果， 9340::1::50 

年BP(1σの暦年代で BC8630~8545年)の年代値が得られた。

文献

. Stuiver， M. ， et. al.， (1998)， INTCAL 98 Radiocarbon Age Calibration， Radiocarbon， 40， p. 1041-1083. 

・中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院， p.1-36. 
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E園小野 F遺跡における植物珪酸体分析

1 .はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積したものであり，植物が枯れたあともガラス質

の微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は，この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山， 2000)。また，イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である(藤原・杉山， 1984)。

2圃試料

分析試料は， B-2区およびB-3区から採取された計8点である。試料採取箇所を分析結果の柱

状国に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，ガラスビーズ法(藤原， 1976) を用いて，次の手順で、行った。

1 )試料を105
0

Cで24時間乾燥(絶乾)

2 )試料約 1gに対し直径約40仰のガラスビーズを約0.02g添加(電子分析天秤により O.lmgの精度

で秤量)

3 )電気炉灰化法 (550
0

C・6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・42KHz.10分間)による分散

5 )沈底法による20，um以下の微粒子除去

6 )封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成

7 )検鏡・計数

同定は， 400倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで、行った。これはほぼプレパラート l枚分

の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて，試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動縮抱珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重，単位:10-5 g )をかけて，単位面積で層厚 1Clllあたりの植物体生産量を算出した。

イネ(赤米)の換算係数は2.94(種実重はl.03) ，ヨシ属(ヨシ)は6.31，ススキ属(ススキ)はl.24， 

クマザサ属(チシマザサ節・チマキザサ節)は0.75，ミヤコザサ節は0.30である。

4.分析結果

(1) 分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表 1および図 1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ，キピ族型，ヨシ属，ススキ属型(おもにススキ属)，ウシクサ族A(チガヤ属など)，ウシク
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サ族B (大型)， cタイプ

〔イネ科ータケ亜科〕

クマザ、サ属型(チシマザサ節やチマキザサ節など)，ミヤコザサ節型(おもにクマザサ属ミヤコザ

サ節)，未分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源，棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，未分類等

〔樹木〕

ブナ科(シイ属)，クスノキ科，マンサク科(イスノキ属)，アワブキ科，その他

(2) 植物珪酸体の検出状況

1) B -3区(図 1) 

町c層(試料 5)から E層(試料0) まで、の層準について分析を行った。その結果， N c層(試料

5)では，ミヤコザサ節型が比較的多く検出され ヨシ属 ウシクサ族Aなども検出されたo Nb層

(試料4)から Na層(試料3)にかけては，クマザサ属型が出現しており，ミヤコザ、サ節型は減少

している o N a層の上層(試料2)では，イネ，キピ族型，および樹木のブナ科(シイ属)，クスノ

キ科，マンサク科(イスノキ属)，アワブキ科などが出現している。イネの密度は1，400錨/gと比較

的低い値であり，稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている3，000偲/gを下回っている。

また，樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから，少量が検出された場合でもかなり過大に評

価する必要がある。 m層(試料0)では ブナ科(シイ属)やマンサク科(イスノキ属)などの樹木

が増加しており，クマザサ属型やミヤコザサ節型は見られなくなっている。

2) B -2区(函 2) 

町 c層(試料2)では，ヨシ属，ウシクサ族A，ミヤコザサ節型，ブナ科(シイ属)，マンサク科

(イスノキ属)などが検出されたが，いずれも少量で、ある o Nb層(試料 1)では，ウシクサ族Bや

クマザサ属型が出現している。

1 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

町 c層の堆積当時は，クマザサ属(おもにミヤコザサ節)などのササ類やウシクサ族などが生育す

るイネ科植生であったと考えられ，ヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。

また，遺跡周辺には部分的にシイ属やイスノキ属などの照葉樹林が分布していたと推定される。

縄文時代早期遺物包含層のNb層およびNa層でも，おおむね同捧のイネ科植生であったと考えら

れるが，この時期には何らかの原因で照葉樹林は見られなくなったと推定される。

Na層の上層の堆積当時は，ススキ属やチガヤ属，キピ族，クマザサ属(おもにミヤコザサ節)な

どが生育するイネ科植生であったと考えられ，ヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推

定される。また，部分的に稲作が行われていた可能性が考えられるが，イネの密度が低いことから，

上層から後代のものが混入した可能性も考えられる。当時の遺跡周辺には，シイ属，クスノキ科，イ

スノキ属，アワブキ科などの照葉樹林が分布していたと推定される。

E層の堆積当時lは土，調査地点もしくはその近辺で

のササ類はあまり見られなくなつたと推定される。また，遺跡周辺ではシイ属やイスノキ属などの照

葉樹林が拡大したと考えられる。
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ill.小野F遺跡における花粉分析

1.はじめに

花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は，水成堆積物では保存状況が良好であるが，乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

2.試料

試料は， B 3区から採取された試料2と試料5の計2点である。これらは，植物珪酸体分析に用

いられたものと同一試料である。

3.方法

花粉粒の分離抽出は，中村 (1973)の方法をもとに，以下の手順で行ったo

1) 5 %水酸化カリウム搭液を加えて15分間湯煎

2 )水洗処理の後， 0.5mmの簡で、牒などの大きな粒子を取り除き，沈澱法で砂粒を除去

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4 )水洗処理の後，氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

5 )再び氷酢酸を加えて水洗処理

6 )沈誼に石炭酸フクシンを加えて染色し，グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7 )検鏡・計数

検鏡は，生物顕徴鏡によつて30∞0~1叩O∞O∞O倍で

をアトラスとして，所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって，科，亜科，属，

亜属，節および種の階級で分類し，複数の分類群にまたがるものはハイフン(一)で結んで示した。

4.結果

(1) 分類群

出現した分類群は，草本花粉 1，シダ植物胞子 2，形態の計3である。分析結果を表 1に示に示し，

主要な分類群は写真に示した。以下に出現した分類群を記す。

〔草本花粉〕

イネ科

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴

Na層の上層(試料2)では，草本花粉のイネ科，シダ植物胞子の単条溝胞子，三条溝胞子が検出

されたが，いずれも微量である o N c層(試料5)では，花粉が検出されなかった。
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5.花粉分析から推定される植生と環境

B-3区の町 a層の上層およびNc層では，花粉がほとんど検出されないことから，植生や環境の

推定は困難である。花粉が検出されない原菌としては，乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花

粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられる。
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分類群 B-3区

学名 和名 2 5 

Nonarboreal poll回 草本花粉

Gr百.mmeae イネ科 2 

Fern spore シダ植物胞子

Monolat巴typ巴spore 単条溝胞子 l 

uilate type spore 三条溝胞子 2 

Arboreal pollen 樹木花粉 o 0 
Arboreal . Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 o 0 

Nonarboreal pollen 草本花粉 2 0 

型切り_p~~1旦 一一一一一 :[巳1雪埜壁 一一一一- 2一一一一一 o
Unknown pollen 未同定花粉 o 0 

F巴rnspore シダ植物胞子 3 0 
H巴lmintheggs 寄生虫卵 (-) (一)

明らかな消化残澄 (一) (一)

表 7 小野F遺跡における花粉分析結果
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